
 編 集 後 記 

今回号の特別寄稿は、千葉大学名誉教授の森田耕次先生に鉄骨製作技術の変遷について執筆をお願い

しました。当社には昭和 50 年頃より今日まで、森田研究室の卒業生が多数在籍しております。先生は

技報をもとに、当時の製作手法や体験談を丹念に取材されました。その卒業生が当時の担当者として登

場し、先生と担当者の回顧録を綴った内容となっています。社内でもあまり知られていない製作、作り

込みに対する興味深い話を、先生が取材を通して引き出してくれました。 
橋梁事業では、研究報告や工事報告に加えて、社内で開催した橋梁維持管理事業に関する座談会の内

容を報告しています。このような技術者の資質向上に向けた取り組みも積極的に行っています。 
海外事業では、この 1 年間のベトナムにおける活動（保全に関する技術セミナーの開催、第 1 回国際

建設技術展示会「VIET CONSTECH」への参加）の内容を報告しています。海外事業への当社の取り

組みだけでなく、ベトナムの最新事情もおわかりいただけると思います。 
環境事業では、ロシアでの風力発電を利用したスマートマイクログリッドシステムの導入可能性調査

の概要について報告しています。当社の風力発電を用いたスマートグリッドシステムの導入可能性につ

いて一定の成果が得られたと考えています。 
本誌により様々な情報を発信することにより、少しでも皆様のお役に立てれば幸いです。 

（吉村 鉄也、木曽収一郎） 
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